
●議会報告会が開催されました
　去る５月に安曇野市議会として初めてと
なる議会報告会を市内5地域で行いました。
これは「安曇野市議会基本条例という私た
ち議会にとって憲法とも言える条例」（＝法
律）で規定されたもので、議会活動を市民
のみなさんに報告・説明する機会でした。
　市民に対して議会が初めてこのような場
を設けた、ということに意義があったわけで
すが、市民に開かれた議会、また議会の信
任を得るための報告会という点では中途半
端なものになったと私は思っています。
　それは、①時間がそもそも短く、市民の
質問に十分に答えられない。②市民と自由
に意見交換をするということが、議会側で
認められておらず、市民にとって満足のいく
ものになったのか。（「議会だより34号」には、
報告会は「自由に意見交換をする貴重な機
会」と書かれており、そこと矛盾していた。）
③市民の質問に対し、議会側がしっかりと
受け止めて答えたとは言えない場面（右の
マンガ参照）があった、などの理由からです。
　特に堀金会場では市民から「一般質問
の様子をテレビで見ると、議員の質問に対
し行政側が答弁するが、それに対し議員は
さらに突っ込んで掘り下げる質問をしない。
もっと議論をしてほしい。議員としての信念
を持ち、その信念からのやり取りをするのが
議員の仕事。それを腹に据えて仕事をして
ほしい。」といった内容を言われました。
　それに対し、議長がなんと次のように応
えたのです。「只今の議会を侮辱した発言に
ついて…」。「えっ、侮辱？？？」 私はこの市
民の発言を議会や議員へのエールとして受
け取ったのですが、議長は侮辱と受け取っ
たのです。これについては、会場の市民か
らも大ブーイング。発言の取り消しを求めら
れ、議長は発言を取り消しました。
　市民の方たちが、議会が初めて行う報告
会に何らかの期待をし、また議会への要望
を伝えに来られたのだと思います。そんな中
で議長のこの発言は、議会の一員としてと

ても残念でした。今回の議長発言こそ市民
への侮辱であると受け止めた議員、そして
そのことを議長や議会の中で言っていける
議員がどれだけいるでしょうか。
　議会報告会は市民のみなさんとのやりと
りがライブ（生）だからこそ、このように私
たち議員の質、議会の質が露呈してしまい
ます。私たち議員は謙虚にその質を振り返
り、自らと議会を変えていくチャンスにしな
ければなりません。

●新たな安曇野市議候補、
待ってます！

　市議となり9 か月。市政をより良いもの
にする議会の役割を果たすために、更なる
議会改革を進める必要性を感じています。
そのためには若く新しい人材が議会に参加
し、風通しを良くしていくことが肝要です。
　3 年後の 2017 年秋には市議会改選が行
われます。市政に積極的に参画できる市議
という仕事を一緒にやりませんか？市民の
気持ちに寄り添い、市民のための政治を行
う議員をもっと増やしたいです。
　先日7 月12、13 日には【未来を大切に
する市議＆候補者合宿 in 安曇野】が開催
され、福岡や群馬など全国から 20 名ほど
の市民派市議と候補者が集まりました。私
も市議になった原点を確認し、安曇野市議
会を市民にとって身近で納得のいくものに
する決意を新たにしました。安曇野を愛す
る若い世代のみなさん、市議に挑戦しませ
んか？ 一緒にやりましょう！ 連絡を待って
います。
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みなさん、こんにちは。安曇野市議会議員の増田望三郎です。私の議員活動を報告する『安
曇野レインボウ通信』を毎回の定例会後に年４回発行します。市民のみなさんと市政の
間に虹（＝ Rainbow レインボウ）を架け、希望（希望の “ 望 ” は望三郎の “ 望 ”）あふ
れる市政にしていきます。市議ブログもどうぞ http://bouzaburo.blog.fc2.com

●増田望三郎のプロフィール
大分県出身、酒の弱い九州男
児。気さくな45歳。東京を
経由し、安曇野に移住しこの
４月で丸10年。三郷小倉の
地に妻と2人の子ども、妻の

両親の 3世代で暮らす。米や野菜などの
自給の農業をしながら、出会いと体験の宿
『安曇野地球宿（ちきゅうやど）』を経営。
2013 年 10 月より安曇野市議。好きな
言葉『出会い、共感、展開』

増田望
ぼうざぶろう
三郎の市議活動だより

マンガ、イラスト：西 絢子（にじ工房）
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会派って何のため？

今日は安曇野市議会
始まって以来の議会報告会！
議会と市民が

近づけばいいな！

議会の様子が
よく分かるんだね

議員さんと直接やりとりが
出来るんだね！
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安曇野に土の道を残そう

●６月定例会で一般質問を行い
ました。
　年４回行われる議会定例会では、議員
自身がテーマを定めて市政方針や執行内
容を質す「一般質問」ができます。公の
場で行政と直接議論できる一般質問は議
員の最大のやりどころです。６月定例会
では以下の二つのテーマで一般質問を行
いました。

《質問１》
三郷支所の整備方針変更におけ
る市の政治姿勢を問う

問　なぜ市は支所の耐震補強による改築
利用から、建て替えへの方針転換を市内
部だけで決定し、この案件の議論を重ね
てきた市民会議等で十分な検討機会を設
けなかったのか。
市長　５町村が新設対等合併した経緯が
あり、市民感情を逆なでせずに、豊科、
穂高、堀金、三郷の４つの支所の方向性
が決まった段階で公表するという政治判
断をした。
問　市長は住民との協働を図ると常々口
にする。しかし方針変更が市民会議に対
し１年８カ月以上も説明されなかった。
市長の言う協働とは一体何なのか。反省
の弁はあるか。
市長　期間が延びたことに対しては十分
反省をする。今後ワークショップを開催
し、より利用しやすい施設を市民のみな
さんと共につくり上げていく。

【解説】
今回の三郷支所の建替え問題のような、
市民不在の行政のあり方は市民から政治
を遠ざけ、行政への不信を生み出すこと
になり、残念で仕方がありません。協働
は信頼関係があって初めて成り立つもの
です。市民との協働の足元を行政自らが
崩すようなことはぜひ反省し、改めてほ
しい。

《質問２》
北小倉鳴沢川河川敷堤防の適正
管理を

問　大型車両が施設へ搬入するために
は、河川敷にはみ出して通行し、狭い堤
防内で転回する必要がある。平成 21 年
には河川にトラックが落下し、堤防を破
損、廃棄物が河川に流出する可能性が
あった。この点は問題ではないか？
部長　損傷の有無を確認に行ったが認め
られなかった。しかし損傷の恐れがある
ことは否定しない。今後も業者に配慮を
要請していく。
問　堤防を通らなければ大型車両が出入
りできない問題施設について、市が自由
使用の範ちゅうとすることで業者の営業
上の利益を行政が担保しているが。
部長　搬入搬出路の不存在について。一
般廃棄物の搬入搬出なので大型車両は使
用されず、４トントラックであれば主要
地方道からの通行が可能。搬入搬出路は
不存在ではない。

【解説】
河川堤防の一部を業者の土地だと主張す
る時効取得裁判は業者の取り下げにより
終結しました。これは安曇野市が業者の
営業通行を自由使用の範囲とする見解を
示したこと、また業者がそれを都合よく
拡大解釈して自由通行できるとし、裁判
に訴える必要が無くなったためだと思わ
れます。安曇野市は、搬出入路のない施
設について許可を出してしまったミスの
つじつまを合わせるために、これまで違
法としてきた堤防使用を行政の一貫性を
放棄してまで、「自由使用の範ちゅう」
と言っているのではないでしょうか。

●６月定例会で望三郎市議が発
言したその他の項目

・松枯れ対策の有人ヘリによる空中散布
　5 月 19 日に有人＆無人ヘリによる空
中散布が実施されました。一方で反対の
署名活動が若い世代を中心に起こるな
ど、市民の間でも議論が起こりました。
市は空散実施基準の運用が不十分だった
ことを認めており、今後市民ボランティ
アなどの動きも含め、松枯れ問題の行動
を続けていきます。
・医療費の窓口無料化の請願について
　請願の紹介議員として本会議で説明し

ました。福祉教育委員会では更に十分な
検討が必要となり継続審議に。
・資源ごみの受入業者の変更について
　安曇野市の資源ごみの受入業者がこの
4 月から変更され、その経過に不審な点
があり質問しました。
・万水川堤防の「せせらぎの小路」舗装
について
　10 月に行われる安曇野ハーフマラソ
ンのコースにもなっている「せせらぎの
小路」は、安曇野らしさの残る土の道で、
多くの住民の憩いの散歩道です。この道
が都市再生事業で平成 27 年から簡易舗
装される計画があります。委員会での質
問では、舗装について明確な否定はされ
ませんでした。味わいのある土の道を守
りたいです。

●サポーターからの
応援メッセージ その３

吉田道昌さん
（堀金在住、教師、文筆家）
人とつながり希望のコミュ
ニティを夢みて真実一路で
生きてきた彼が、政治をた

だす活動に入ることを決めたときは大丈
夫かなと思った。議会の淀みにはまりこ
んだら、怒り傷つき疲弊する恐れがある
からだ。しかし多忙をきわめながらもよ
くやっている。望三郎市議を支える市民
は、理想を画き希望に燃えるハート集団
だ。それがなによりも心強い。広げよう
市民の輪。

～作戦会議やろう！
望三郎市議からの呼びかけ～

　望三郎が市議になりもうすぐ１年。こ
の間、安曇野の政治は変わりましたか？ 
みなさんにとって身近なものになりま
したか？ この１年を振り返るとともに、
この安曇野で私たちがこれからも安心し
て暮らし続けていくために、市政を変え
る作戦会議をもう一度しませんか。
日時：８月３１日（日）午後１時半～
場所：安曇野地球宿　三郷小倉 4028-1

協働は
相互の信頼関係あってこそ


